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ぼくの町の「見守り隊」
　岩手・阿部　朋哉
　ぼくの家の近所には、ボール遊びが出来る位の少し広い児童公園があります。砂場やシーソー、すべり台もあり、小さな子供もたくさん遊びに来ています。ぼくはこの公園が好きで、いつも友達とサッカーやかくれんぼをして遊んでいます。
　この公園が好きな理由の一つとして、いつもごみが無くて、とてもきれいだということがあります。なぜきれいかというと、公園の目の前に住んでいる「山影さん」というご夫妻がいつも掃除をしてくれているからです。毎日、公園のごみ拾いや草取りなどをボランティアで行っており、その活動は二十年以上にもなるそうです。おかげでみんなが気持ちよく遊べているのだと思います。そして、いつもきれいなので、タバコの吸いがらや、空き缶のポイ捨てをする人も少ないです。
　一学期の終わり頃に友達と一緒に遊んでいた時のこと、山影さんに声をかけられ、
「夏休みにみんなで集まった時にでもごみ拾いをしたらどう？」、
と言われました。
「ちょっと面倒くさいな。」
と心の中で思いましたが、ぼくは子供会の会長なので、お父さんに相談をしてみました。そして、夏休みのラジオ体操で集合した際にみんなに公園のごみ拾いを提案することに決め、最終日に全員で行うことになりました。
　当日、ラジオ体操にはたくさんの参加者がいたので、十分程度で公園全体のごみ拾い作業は終わりました。自分たちできれいにした公園を見て、長年にわたって、毎日清掃活動を続けている山影さんに対する感謝の気持ちを感じるとともに、とてもすがすがしい気分になりました。山影さんは、この気持ちを味わってほしいと思い、自分たちでごみ拾いを行うことを提案してくれたのだと思います。
　ある日、ぼくは山影さんが公園の掃除だけを行っているのではないことに気が付きました。それは、子供たちにいつも声をかけているということです。朝には子供たちに、
「いってらっしゃい。」
とあいさつをしてくれるのはもちろんですがいたずらをしている人には怒るという少し怖い所もあります。注意を受けた時には、
「ウザイよね。」
と小声で文句を言う人も中にはいますが、山影さんのお陰でこの公園には物を壊したり、落書きをしたり、友達をいじめたりする人はいませんし、夜遅くに騒ぐ中高校生の溜まり場にもなっていません。
　この事から、ぼくは、山影さんはみんなの「見守り隊」なのだと思いました。子供たちが悪いことをしたり、時間を守らずに遊んでいたりすると、逆恨みを恐れ、見て見ぬふりをする大人が多い中、山影さんは悪いことはきちんと叱ってくれます。それは、ぼくたちが事故や犯罪に巻き込まれたり、非行の道に進んだりしないように心配してくれているのだと思います。
　保護者や地域の方が子供たちを見守り、お互いに声を掛け合うことで、安全で安心な町となり、非行に走る子供が少なくなると思います。そして、ぼくたち自身も素直な心を忘れずに行動し、社会に貢献できる立派な大人になるように努力していかなければならないと思います。
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